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永続可能な土地利用型担い手の育成 

～担い手の課題に応じた支援で運営改善をめざす～ 

 

【要 約】 

 法人に対しては経営改善計画や法人相談会で明確になった課題・目標（施設の充実や野

菜の導入など）の具体化をすすめた。野菜栽培では農協と連携により品目の拡大や収量の

向上が期待される。 

 任意組織のうち法人化等に運営改善に意欲ある組織を対象に、集中して支援したことに

より２組織が法人登記または創立総会に至った。 

 個別担い手に対しては事業を活用し、経営規模拡大を図った。 

【目 的】 

 農業法人では、営農改善目標を設定し、その改善に向けた取り組みを支援しながら、

法人の生産面、経営面での人材育成と定着しやすい条件整備を進め経営を安定させる。 

法人化に意欲のある組織の法人化、大規模農家の経営の強化をすすめ担い手育成を図る 

 

１ 活動対象の概況 

○大規模農家   水稲作付面積5ha以上   15戸                 

○組織経営体 

     農事組合法人     集落営農組織 
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 合計 18 827 491  760  337 10   640 143  410  135 

写真1．決算指導        写真2．会計支援        写真3．野菜栽培支援 

 

 

 

 

 

写真4．税理士を講師に関係機関        写真5．採種に取り組むモデル的な 

      の担当者の検討会              法人への支援 
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２ 活動の内容等 

(１)法人の経営安定 

  ア 経営相談会や農協の園芸担当者との連携により計画的な機械・施設の導入や園芸

   導入を進めて、経営改善計画や平成25年2月に実施した相談会での組織ごとの具体的

   な改善目標について達成支援を行った。 

  イ 野菜係と農協の営農指導員とが連携し現地巡回や販売計画の検討を行い、生産を 

   支援した。 

(２) 法人化の推進 

  年度後半（農繁期を終えて）に八女・筑後地域において法人化の協議を精力的に推 

 進した。関係機関が役割分担し、取り組みを加速した。 

(３) 大規模農家の経営強化 

   個別のカウンセリング（法人化、米の販売ルート開拓、技術の助言）を実施、生 

  産・販売・経営の各方面で具体的な提言を行った。 

         

３ 活動の成果 

（１）法人の経営安定 

  ア 経営改善目標達成では倉庫増設、水稲直播の導入、野菜導入などの改善成果があ

   った。 

  イ 園芸導入では、新規導入1法人、品目の追加2法人であった。 

  ウ キャベツは9月に定植し、12月から出荷しているが生育・収量・品質は年々向上し

ている。 

（２）法人化の推進 

   八女地域の2組織が法人化準備会を立ち上げ、25年度3月中に創立総会または法 

  人登記を行う予定である。 

（３）大規模農家の経営強化 

   大豆麦生産体制緊急整備事業導入農家は規模を拡大しつつある。 

 

４ 今後の見通し又は課題 

（１）法人の経営安定 

  ア モデル法人（利益を追求するタイプや集落営農を維持するタイプなど）を設定し

   決算書および改善目標について具体的な検討が必要である。 

  イ 組織に対し個別に野菜の取り組み（収量の安定、新規品目導入）を継続して推進 

   する。また、加工など6次産業化を含めて検討する。 

（２）法人化の推進 

  法人化に後退のないよう意識づけを継続する必要がある。 

（３）大規模農家の経営強化 

   個別担い手育成の重要性について関係機関とともに理解を深め、カウンセリング、

  栽培指導を通じ生産の安定、規模拡大を図る。 
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